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３
月
３０
日
、
大
宮
市
の
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
の
白
い
壁
が
春
の
日
差
し
に
輝
い

て
い
る
。
会
場
に
は
県
内
５‐
市
町
村
の

代
表
者
、
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

役
員
の
顔
ぶ
れ
に
ま
じ
っ
て
、
本
国
の

表
彰
者
の
晴
れ
や
か
な
姿
も
あ
っ
た
。

午
後
３
時
、
定
刻
に
平
成
１４
年
度
の

特
別
表
亥
７
名
〕
功
労
表
彰
（
４６
名
〕
の

表
彰
式
で
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と

記
念
品
が
渡
さ
れ
た
。
特
に
特
別
表
彰

者
７
人
の
内
６
人
ま
で
が
女
性
と
は
、

誠
に
驚
き
い
っ
た
。
女
性
の
技
量
向
上

は
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
感
じ
る
。

八
木
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
に
つ
づ

い
て
、
宮
崎
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、
昨

年
本
県
の
全
国
大
会
へ
の
派
遣
選
手
の

活
躍
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た

と
、
笑
み
を
浮
か
べ
て
の
嬉
し
い
気
持

ち
が
会
場
の
参
加
者
に
も
伝
わ
っ
た
。

第
５６
回
全
国
レ
ク
大
会
も
、
会
員
の

協
力
に
よ
っ
て
成
功
裡
に
終
っ
た
と
の

感
謝
の
言
葉
も
気
持
ち
よ
く
伝
わ
っ
て

き
た
。
又
、
本
年
は
第
Ｈ
回
関
東
地
区

大
会
の
開
催
県
と
し
て
、
川
越
市
で
開

か
れ
る
事
の
報
告
が
あ
り
、
各
県
の
選

手
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
仲
間
意
識

で
持
っ
て
、
暖
か
く
迎
え
よ
う
と
お
願

い
が
あ
り
、
大
き
な
拍
手
で
協
力
す
る

事
を
確
認
し
た
。　
　
　
　
，

こ
の
後
、
議
長
を
選
出
（朝
霞
市

清
水
　
准
氏
）し
、
事
業
報
告
と
会
計

報
告
が
な
さ
れ
た
。
県
主
催
の
大
会
等

の
詳
し
い
報
告
は
、
日
中
事
務
局
長
よ

り
補
助
金
、
参
加
費
等
の
説
明
が
行
わ

れ
た
。
会
計
監
査
か
ら
は
、
帳
簿
等
の

適
切
さ
、
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い
る
旨

の
報
告
が
あ
り
、
全
員

一
致
で
了
承
さ

れ
た
。

次
い
で
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改

選
に
入
り
、
東
西
南
北
の
四
地
区
に
別

れ
、
理
事

・
役
員
の
選
考
を
行
っ
た
。

そ
れ
ま
で
は
余
り
発
言
も
な
か
っ
た

が
、
此
処
で
は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出

さ
れ

「理
事
を
飛
び
こ
し
て
、
副
会
長

の
名
前
が
な
ぜ
出
て
く
る
の
か
？
古
い

し
き
た
り
に
捉
わ
れ
す
ぎ
る
。
新
し
い

意
見
も
尊
重
す
べ
き
だ
」

「こ
れ
は
昔

か
ら
こ
の
方
法
で
進
め
て
き
た
」
云
々

の
意
見
が
各
地
区
で
み
ら
れ
た
。

会
長
、
副
会
長
等
の
役
員
の
選
出
が

終
り

（別
掲
〕
平
成
１５
年
度
の
事
業
計

画
、
予
算
案
も
原
案
通
り
可
決
。

予
算
で
は
、
関
東
地
区
大
会
開
催
の

為
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
跡
も
伺
え
た
。

ま
た
、
組
織
の
充
実
さ
も

一
段
と
考
え

ら
れ
、
各
委
員
会
の
人
員
補
充
が
さ
れ

て
い
た
。

各
地
の
大
会
で
顔
を
合
わ
す
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
の
顔
と
違
っ
た
面
の
顔
が

見
え
て
、
楽
し
く
総
会
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
と
安
堵
の
気
持
ち
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
員
の
顔
に
覗
え
た
。
こ
う
し

た
こ
と
が
、
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
の
底
力
と
し
て
、
発
揮
さ
れ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
開
会
５
時
２０
分
。

（文
責
　
生
田
実
〕

檄

）

平
成
１５
・
‐６
年
度
役
員
き
ま
る

平成15年度県協会登録人員
51市田I村 10,249名 GOI GOI
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久喜市G.G協会
狭山市G.G愛好会
三郷市G G協会
岩槻市G G連盟
春日部市G.G連盟
大宮市G.G協会
蓮田市G.G速盟
上尾市G.G連盟
八潮市G.G協会
小川町G G協会
行日市G.G協会
本庄市G G愛好会
杉戸町G G協会
加須市G G協会
神川町G G愛好会
熊谷市G.G協会
幸手市G G協会
羽生市G G協会

皆野町G.G協会
東秩父村G.G協会
越谷市G.G連盟
草加市G.G協会
白岡町G,C連盟
深谷市G G協会
朝霞市G_G連合
北り|1辺町G G連盟
鷲宮町G G協会
宮代Br」 G.G協会
松伏町G.G愛好会
富士見市G G連盟
川里町G.G連盟
大利根町G.G連盟
飯能市G G連盟
長瀞町G C協会
大滝村G.G協会

菖蒲町G.G協会
川越市G.G協会
新座市G Gグループ

神泉村G.Gク ラブ

大井町武蔵野0.鏃
騎西町G.G連盟
浦和G.G連盟
小鹿野町G G協会

妻沼町G G協会
北本市G G協会
川本町G G協会
荒川村G.G協会
栗橋町G・ G協会
吉見町G・ G協会
桶り|1市 G・ G協会
戸田市 G・ G協会
南河原村G・ G達盟
一芳町G・ G連盟

小林 武夫
西澤 澄夫
川上 トリ子
田畑 正昭
石山盛二郎
高桑 芳男
安崎 忠男
田中 喜一

日倉 勝男
原口 栄吉
畑中 弘雄
金井 一二

森田 浅雄

宮崎 義重
桜沢丑太郎
四分一国夫
野川  保
植竹 國夫
樋□ 鉄雄
栗島 信一

山崎 忠則
鈴木 敏男

関根  浩
渋沢 英明
清水  准

野口 善吉
鈴木秋太郎
金子 豊次
倉持 充胤
梶  新作
木日  要
岩井 進一

清水 邦男
小沢 清作

新井 高光
三上 位志

正能 辰雄

君塚 六郎

千島 好春
森田  明
山寄 茂子
小り|1 重雄
絣  計
二見 静男
原国鉄太郎
村岡清之進
杉田 儀作
田中 保明
生田  実

難
一男
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平 成 ■ 5年 度 事 業 計 |● (多鷺 )
(]ノ 月支 ■ 4全

「

属
=|`ヽ

,● 幸腱■与

前期繰越金

登 銀 金 650, 4, 255, ,1,PXl l101 iltttll

補 助 金 中夕書}鷲 ,1曰全ごけt:

雑 lK 人 350, 247. 十誠ll.I(1本 1,'1:戻 |

合   計:

事 1綺 1費 133
洒 信 費 ▲    4. 140 各徹通知・電話代等

印 吊l 費 377 19, 人会 ,事 業口1刷

消耗品費 000 ,11′ Ⅲ 17'Iお 11

事務雑費 事誹l等 ■ナ・1

事務局使用料

会■畿1費 1 105 247 5.

会 場 費 132, 12, 各種事業会場使用料

会 議 費 255 各種事業茶薬子等

旅   費 430 570 役員理事等旅費

事Jtl費 3. 718,

表 彰 贅 4, 982

派 遣 費 250. 1, 6, 610 役疇 派遣

‖器崎品 大会・ 協会使用備品等

事実用14費 1 1. 418, 023 各種事業開催

会報発刊■ 31 協会誌発イi

交 際 費 ブr7′ ク大会 各協会

慶 弔 費 3. 750
負1担 ,全 60. 000 000

日本協会 000 県椰 ネ会長

黒 レク協

鰭日担金

予 |■.■ 33.

テ 術 費 0

薇 立 全́| 300, 000
積 立 全 300, 関東大会■立金

合   i 040,

期 日 内 容 会 場 備  考

4月  1日 ～ 4月 30日 平成 15年度 肇録受付 県協会

4月  1日 ～ 4月 30日 平成 15年度 登録受付 社 )日 本協会

4月 末 会報発行 0000部

5月 (月 )視 予詢6・ 県 グ ラウ ン ド・ ゴル フ祭 り t‖綺猥1“

`今

わウンド 催県協会

5月 13日 (火 )140 1級普及指導員 (マ スタサ■ト 態醗交融 確H相会

5月 25日 (日 )

予備 6月 1日 (日 )2・

第15回県夏季大会兼

ねん りん ビック選考会 (4名

騎西町

ふれあい広場

催県場合

6月 (土 ) 県協会理事会 さいたま市市路 1

7月 16日 (水 〉 (社 )IIA船2咄論琳 岸記念体育館

7月 26日 (土 )

～ 27日 (日 )

上級指導者認定試験及び

上級指導者研修交歓会 (4名

寇馴 あさやホテル

高腋中岩‖‖頌

催員協会

9月  6日 (土 )

～ 7日 (日 )

第 16回全国

グ ラウ ンドゴルフ交歓大4

福井県営運動公日 健日本陛

9月 27日 (土 )

～28日 (日 )

第 11回関東地区

グラウンド・ゴルフ大会

埼玉県川越市

安麟跡頌

報眸殴

9月 末 会報発行 10000部

10月 4日 (土 )～ 5日 2級普及指導 員 (ゴ ルド) 関東 千葉県 ■日紺会

10月 17日 (金 )

～ 21日 (火 )

第16回 ねん りん ビ ック徳 1 山城町 口厚生労働省

10月 25日 〈土 ) 県協会理事会 さ,た 1碑∬公民館

11月  1日 (土 )

～ 4日 (火 )

第 16回 スポ レク祭 香り| 満濃町 催文部‖学省

11月  9日 〈日)

予備  15日 (土 )17

第 14回 県秋季大会兼

スポ レク麟会〈iネ
ー椰 )8名

春 日都市

知的広場

催県協会

11月 24日 (日 ) 15周 年記念式典

12月 末～ 1月 初 会報発行 0000部

平成 16年

1月 31日 (土 )ヽ 2月 1日 新春交歓大会 千葉県房総 万山 ■ 員船

2月 14日 (土 〉

3月 28日 (日 )

県協会理事会

平成 15年度総会・ 表彰テ

きた:市祗餓

き,ヽたま市ン
`ッ

クシテイ

平成 15年 2月 10日監
=・

De業 、k「等適工■つ正確であることを

11ま

す。

計 監 事 森田 浅雄 、重〕

蓉鰊 矮 ■,評 嗜

li[II::ア :il確

岨

      駒 鏑 奮
′

目
□
目
田
目

理

事

長

副
理
事
長

監
一
　

事

副 会

長 長

事
務
局
長
　
田
　
中
　
　
　
久
　
久
喜
市

理
　
　
事
　
各
地
区
で
選
出
さ
れ
奎

一〇
名

会

計

事

務

員

　

　

　

一
一名

総

務

委

員

会

　

　

　

八
名

競

技

運

営

委

員

会

　

　

　

　

五
名

指
導
者
育
成
委
員
会
　
　
　
　
十
七
名

ル

ー

ル

委

員

会

　

　

　

一麦

「

広

報

委

員

会

　

　

　

五
名

毅
彗
肩
紹
＝介

宮
　
崎
　
義
　
重
　
加
須
市

音
同
　
井
　
満
　
雄
　
一二
郷
市

八
　
木
　
山石
　
男
　
熊
谷
市

音
同
　
一桑
　
薯
″
　
一男
　
さ
い
た
ま
市

栗
　
島
　
信

　

一　

東
秩
父
村

鈴
　
木
　
敏
　
男
　
草
加
市

植
　
竹
　
國
　
夫
　
羽
生
市

工
泳
　
沢
　
英
　
明
　
“休
谷
市

森

田

浅

雄

杉
戸
市

野
　
口
　
差
口　
吉
　
北
川
辺
町

平 荒 松 遠 斉 石 ノ」ヽ

1釉臨錆無1毒鎌熙聯晰1晰蕃
1特別表彰者|の1皆さ|ん|

倅

林
　
梅
　
子
　
加
須
市

第
１５
回
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
（広
島
県
）

第
二
位

原
　
車貝
美
子
　
深
谷
市

第
１５
回
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
（広
島
県
）

第
六
位

藤
　
茂
　
雄
　
加
須
市

第
１５
回
年
り
ん
ビ
ッ
ク

（福
島
県
）

第
二
位

藤
　
き
よ
子
　
川
本
町

第
１０
回
関
東
大
会
　
　
（群
馬
県
）

女
子
優
勝

原
　
良
　
子
　
杉
戸
市

第
１０
回
関
東
大
会
　
（群
馬
県
）

女
子
第
四
位

瀬
　
敦
　
子
　
熊
谷
市

第
１０
回
関
東
大
会
　
（群
馬
県
）

女
子
第
五
位

野
　
文
　
江
　
一二
郷
市

第
１０
回
関
東
大
会
　
（群
馬
県
）

女
子
第
六
位
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田::圏:1因::奎

菜
の
花
軍
団

ワ
ン
・ツ
ウ
・スリ
・

於
‥
千
葉
県
鴨
川

平
成
１５
年
も
明
け
た
１
月
１８
～
‐９
日
、
宿
泊

場
所
を
千
葉
県
小
湊

「ホ
テ
ル
三
日
月
」
に
構

え
、
二
〇
〇
三
年
埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

新
春
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

け
岬
帥
』
鋤
い
わ
”
叫
¨
』
は
¨
嚇
毎
転
を
抑

情
の
輪
を
拡
げ
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
ド
ー
ム
で
の
プ
レ
イ
。

殆
ん
ど
の
人
が
初
体
験
の
人
工
芝
で
ク
ラ
ブ
の

手
加
減
に
戸
惑
い
な
が
ら
、
笑
い
、
苦
し
み
、

悩
ん
で
頭
を
抱
え
込
む
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

徴
端

隈

鉾

鳩
群

島

悧

期
だ

処

心
配
す
る
よ
う
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
な
く
、

県内各地から寄せられた基金は
下記のとおりです。 6月 25日現在)

草加市GG協 会

草加市GG協 会

大井町武蔵野GG協会

越谷市GG連盟

深谷市GG協会

羽生市GG協会

草加市GG協 会

埼玉県GG協 会

騎西町GG連盟

南河原村GG連盟

神川町GG愛好会

越谷市GG連盟

加須市GG協 会

埼玉県GG協 会

4,500

3,500

9,700

7,000

11,750

8,200

13,316

12,100

3,400

2,000

5,000

14,000

30,511

7,300

2′ 9

1712

3′ 31

4′19

4′29

4′29

5′ 4

5′ 5

5′ 9

5′ 10

5′ 14

5′ 18

5′ 18

5′25

秋季大会

ブロック大会

西口ロータリーGG大会

全国GG大会参加者OB大会

春季大会

埼玉県GG祭

第8回教育長杯GG

春季大会

ふれあい大会

さわやか大会

県夏季大会
△

計 132,277

かな渡良瀬の里
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）

夜
の
宴
会
で
は
、
各
地
区
自
慢
の
ノ
ド
を
披
露

す
る
カ
ラ
オ
ケ
や
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
踊
り
、

地
元
の
魚
料
理
や
お
酒
に
舌
鼓
を
う
ち
、
時
間

の
た
つ
の
も
忘
れ
た
懇
親
の
深
い

「集
い
」
の

目
的
を
は
た
し
た
ひ
と
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

二
日
間
の
ゲ
ー
ム
の
結
果
、
黄
色
の
ブ
レ
ー

カ
ー
を
着
込
ん
だ

「菜
の
花
軍
団
」
と
称
す
る

幸
手
市
の
選
手
が
優
勝

・
準
優
勝

。
二
位
の
独

占
を
決
め
た
。

こ
の
２
日
間
、
バ
ス
の
手
配
か
ら
会
場
の
設

置
、
撤
収
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
大
過
な
く
処

理
し
て
頂
い
た
役
員
の
方
々
の
御
Ｆ
労
に
感
謝

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ン

・
Ｙ
記
）

係
員

・
役
員

一
二
０
名
、
集
合
時
間
は
六
時

家
か
ら
約

一
時
間
、
朝
飯
と
る
時
間
は
な
い
。

参
加
選
手

一
四
九
四
名
、
八
時
間
受
付
、
八

時
三
〇
分
開
会
式
、
九
時
ゲ
ー
ム
開
始
、
と
に

か
く
忙
し
い
。
腕
時
計
の
長
針
と
競
争
だ
。

県
下
５‐
市
町
村
か
ら
集
ま
る
車
は
三
〇
〇
台

を
超
え
る
と
予
想
。
と
に
か
く
ビ

ッ
ク
で
ビ

ッ

ク
な
大
会
。
日
本

一
を
支
え
て
い
る
の
だ
と
自

負
す
る
。
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
頂
く
陰
に
は
多

く
の
黒
子
が
必
要
な
の
だ
と
自
覚
す
る
。

筆
者
は
駐
車
係
、
色
々
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る

事
が
あ

っ
た
。　
一
時
の
感
情
に
ま
か
せ
て
大
声

で
怒
鳴

っ
た
り
、
係
員
の
指
示

一
も
何
処
吹
く
風
と
割
り
込
ん
だ

一
り
…
と
て
も
、
共
に
楽
し
く
プ

一
レ
ー
す
る
仲
間
と
は
思
え
な
い
。

一
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
祭
は
来
年

，
も
あ
る
だ
ろ
う
―
あ

っ
て
欲
し

一
い
と
思
う
が
、
こ
う
い
う
人
た

一
ち
を
仲
間
と
し
て

一
緒
に
プ
レ

一
―
す
る
の
は

「
い
や
だ
な
」
と

¨
思
う
。
こ
ん
な
人
達
の
プ
レ
ー

¨
の
成
績
も
推
し
て
知
る
べ
し
だ

¨
と
面
白
く
な
い
。

一　
空
は
青
く
、
薫
風
香
る
五
月
、

¨
水
辺
に
広
が
る
緑
豊
か
な
最
高

¨
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
交
代
で
食
べ

一
る
弁
当
の
お
い
し
さ
。
最
高
の

一
舞
台
に
あ
が
る
役
者
が
ピ
エ
ロ

一朝価剛中̈̈
一抑一ンたとら一̈̈
」”

に
追
う
眼
は
真
剣
だ
。
あ
か
る
い
歓
声
、
ク
ラ

ブ
を
叩
き
つ
け
た
く
な
る
ボ
ー
ル
の
行
方
―
そ

れ
は
ま
さ
に
、
運
命
の
縮
図
―
が
そ
こ
此
処
に

拡
げ
ら
れ
た
。

会
場
は
、
松
竹
梅
の
全
芝
の
三
コ
ー
ト
に
、

そ
れ
ぞ
れ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
四
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ

そ
こ
を
前
中
後
の
二
交
代
制
で
、
二
四
ホ
ー
ル

の
ス
ト

ロ
ー
ク
プ

レ
ー

で
競
う
。
そ
し
て

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
優
勝
者
四
人
に
よ
っ
て
総
合
優
勝

（会
長
杯
）を
決
め
る
。

プ
レ
ー
す
る
時
間
よ
り
待
ち
時
間
の
方
が
長

い
欠
点
も
、
名
産
桃
太
郎
の
ト
マ
ト
を
買
っ
た

優
　
勝
　
下
山
田
絹
子

準
優
勝
ヾ
山
田
　
羊
子

〓
一　
位
　
山
野
井
　
清

四
　
位
　
野
本
　
美
明

五
　
位
　
高
橋
　
邦
明

エハ
　
位
ヾ
正
能
　
辰
雄

七
　
位
　
篠
崎
　
満
正

八
　
位
　
藤
間
　
介
造

九
　
位
Ｊ
並
木
　
隆
二

十
　
位
　
久
保
田

一
夫

五 五 五 五 五 五 五 五 四 四
四

三 二 三 二 一

―
‐

○ 九 九

幸
手
市

幸
手
市

幸
手
市

騎
西
町

草
加
市

騎
西
町

熊
谷
市

羽
生
市

加
須
市

北
本
市

きわや
111毒 :ぶ|‖ 1311181

総合優勝 石 原 茂 次 鰺谷市)

Aブロック Bフ ロック

優  勝 細川 幸男 46 草加市 下平 輝子 48 深谷市

準優勝 柴山 とし 民
υ 北本市 斉藤 正雄 50 熊谷市

三 位 吉岡 稔夫 52 深谷 市 斉藤 しげ子 51 上尾市

Cブロック Dブロック

優 勝 土洪| よね 46 杉戸市 石原 茂次 深谷市

準優勝 鈴木 二郎 54 本庄市 服部  清 52 熊谷市

三 位 菅原志津子 54 北川辺町 飯島 庸行 54 上尾市

り
、
Ｇ
Ｇ
用
品
の
ス
ポ
ー
ツ
用
具
店
で
品
定
め

し
た
り
、
水
辺
の
景
色
を
楽
し
み
弁
当
を
広
げ

た
り
、
芝
生
の
上
に
寝
転
が
り
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク

気
分
で
出
番
を
待

っ
て
い
る
。
平
和
だ
な
―
と

痛
感
す
る

一
刻
。

今
回
が
最
初
と
な
る

「会
長
杯
」
四
人
の
勝

者
の
プ
レ
ー
オ
フ
。　
一
五
〇
〇
人
の
眼
は
四
つ

の
ボ
ー
ル
の
行
方
に
集
ま
る
。
歓
声
と
嘆
き
の

声
の
中
で
頂
点
に
た

っ
た
人
の
強
運
と
集
中
心

に
心
か
ら
祝
福
す
る
。

「来
年
も
ね
」

「御
苦
労
さ
ん
」
す

っ
き
り

し
た
声
で
車
の
窓
か
ら
手
を
振
る
人
に
朝
の
不

愉
快
さ
は
音
も
な
く
は
じ
け
飛
ん
だ
。
ポ
ー
ル

の
撤
収
、
ゴ
ミ
拾
い
、
用
具
を
積
み
込
ん
だ
役

員

・
係
員
の
車
が
会
場
を
出
た
の
は
そ
れ
か
ら

二
時
間
も
後
の
こ
と
で
し
た
。
　

（文
責
　
古
谷
）
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一鼎
辮
蠍
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瀞
辮
蠍
＝

¨
一寸
０
ノ
よ
４
な
話

醐曝膨
輻
了
蟄
Ⅷ

平
成
１３
年
Ｈ
月
９
日
か
ら
の
４
日
間
、
二
重

県
で
の
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
に
参
加
し
て

「交
流

と
友
情
」
の
大
き
な
輪
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
参
加
す
る
年
の
３
月
か
ら
、
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
罹
り
、
５
月
ま
で
は
歩
行
も

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
病
院
の
脳
神
経
外

科
に
入
院
、
治
療
と
服
薬
の
結
果
、
何
と
か
歩

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
然
な
が
ら
、
ス
ポ
レ
ク
祭
参
加
に
は
、
家

族
か
ら
の
強
烈
な
反
対
が
あ
り
ま
し
た
。
県
大

会
で
得
た
折
角
の
チ
ャ
ン
ス
、
三
度
と
な
い
機

会
を
失
い
た
く
な
い
一
何
と
し
て
も
出
場
し
た

い
と
説
得
し
、
付
添
つ
き
で
参
加
と
い
う
事
に

な
り
、
苦
し
い
リ
ハ
ビ
リ
に
専
念
し
ま
し
た
。

参
加

一
日
日
は
、
早
朝
の
５
時
自
宅
出
発
。

新
幹
線
、
近
鉄
と
乗
り
継
ぎ
、
伊
勢
神
宮
、
二

見
ケ
浦

へ
。
そ
し
て
鳥
羽
で

一
泊
。

二
日
目
、
綜
合
開
会
式
は
津
市
の
サ
ン
ア
リ

ー
ナ
ー
。
大
勢
の
市
民
の
熱
烈
で
、
盛
大
な
歓

迎
を
受
け
驚
嘆
し
、
自
然
と
頭
の
さ
が
る
思
い

で
し
た
。

遠
山
文
部
科
学
大
臣
の
祝
詞
、
県
知
事
を
始

め
、
大
会
関
係
者
の
挨
拶
な
ど
の
セ
レ
モ
ニ
ー
。

盛
大
な
ア
ト
ラ
ク
シ
嘔
ン
な
ど
に
、
気
持
ち
の

高
揚
す
る
の
を
覚
え
ま
し
た
。
終
了
後
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
会
場
地
四
日
市
に
移
動
し
、

ホ
テ
ル
ヘ
宿
泊
。

三
日
目
、
付
添
の
家
族
か
ら
は
、
足
が
痛
か

っ
た
ら
勇
気
を
も
っ
て
辞
退
す
る
よ
う
再
三
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
来
て
止
め
る
訳
に

は
い
か
ぬ
と
決
心
し
、
ド
ー
ム
の
会
場

へ
と
向

か
い
ま
し
た
。

開
会
式
も
終
わ
り
、
選
手
達
は
そ
れ
ぞ
れ
の

ス
タ
ー
ト
す
る
コ
ー
ス
に
つ
き
ま
し
た
が
、
緊

張
の
せ
い
で
手
足
の
し
び
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

失
敗
の
反
省

病
気
で
も
ル
ー
ル
は
ル
ー
ル

①
第

一
ラ
ウ
ン
ド
５
番
ホ
ー
ル
。
三
打
目
は

ホ
ー
ル
ー０
セ
ン
チ
の
所
。
手
足
が
震
え
、
ボ
ー

ル
に
ク
ラ
ブ

ヘ
ッ
ド
が
触
れ
て
、
ボ
ー
ル
は

一

糎
動
い
て
の
４
打
。

②
第

ニ
ラ
ウ
ン
ド
、
６
番
シ

ョ
ー
ト
ホ
ー
ル

前
と
同
じ
で
、
第

二
打
日
で
ヘ
ッ
ド
が
ボ
ー
ル

に
触
れ
て
１
打
追
加
の

二
打
。

痛
恨

の
手
足
の
震
え
、

こ
の
二
打
は
痛
か

っ

た
。
で
も
、
ル
ー
ル
は
ル
ー
ル
．

４
日
日
、
成
績
発
表
と
表
彰
式
。
疲
れ
と
痛

み
に
、　
一
旦
は
あ
き
ら
め
た
第

八
位
入
賞

の
ア

ナ
ウ
ン
ス
も
す
ぐ
に
は
信
じ
ら
れ
な
か

っ
た
。

（三
ゲ
ー
ム
５２
打
）。

多
く
の
皆
様
か
ら
拍
手
や
祝
福

の
言
葉
を
受

け
、
感
激
で
涙
の
出
る
思
い
で
し
た
。

今
回
の
大
会
出
場
を
通
じ
、
難
病

の
身
体

で

も
、
頑
張
れ
ば
立
派
な
成
績
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
、
大
き
な
自
信
を
得
る
事
が
で
き
、

亦
、
仲
間
の
暖
か
い
友
情
に
支
え
ら
れ
た
事
を

本
当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
難
病
と
闘

い
な
が
ら
も
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
、
多
く
の
方
々
に
普

及
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
注
　
一尚
橋
さ
ん
の
手
記
を
も
と
に
し
て
要
点

を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
筆
者

の
気
持
ち
が

反
映
さ
れ
て
い
れ
ば
良
い
の
で
す
が
…
笠
井

圃

轟

恣

細

市
町
村
合
併
が
進
行
す

る
時
代
、
大
宮
、
与

野
、
浦
和

の
三
市
は
、
政
令
指
定
都
市
と
し
て

四
月
か
ら

「さ
い
た
ま
市
」
と
し
て
誕
生
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
各
市

の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

関
係
も
、
さ
い
た
ま
市

の
レ
ク
協
に
加
盟
し
た

が
、
会
と
し
て
の
生
ま
れ
や
育
ち
、
運
営
な
ど

が
異
な
る
会
が
、
い
や
応
な
し
に
統
合
し
な
け

れ
ば
と
い
う
命
題
に
立
ち
い
た

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
第

一
回
の
会
合
を
四
月
十
六
日
に
大

宮
、
浦
和
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
会
長
、
副

会
長
が
集

い
、
お
互
い
の
会

の
現
状
や
実
態
を

話
し
合

っ
た
。

さ
あ
、

こ
れ
か
ら
が
大
変
、
第

一
段
階
と
し

て
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
左
記
の
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

。
お
互
い
に
会
員
に
対
し
、
統
合
に
関
す
る
意

識
を
高
め
る
必
要
。

。
お
互
い
が
、
相
談
し
会
え
る
場
所

の
確
保
。

・
市
、
県
、
全
国
等
に
関
す
る
事
務
遂
行

の
た

め
の
責
任
者
、
事
務
所
の
指
定
。

・
会
の
運
営
に
関
す
る
規
約
の
作
成
（特
に
組
織

・

事
業

。
会
費
等
が
要
注
意
）

な
ど
、
同
時
進
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

更
に
高
齢
者
か
ら
は
、
今
更

―
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
く
る
。

関
係
者
に
と

っ
て
は
、
誠
に
頭
の
痛

い
こ
と

だ
が
、　
一
市
民

一
ス
ポ
ー
ツ
に
思
い
を
は
せ
、

が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
と
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。

国ぷ
日
裂
疇夢

西
部
地
区
と
は
何
処
だ
と
思
う
人
が
多

い
。

こ
こ
数
年
、
県
の
大
き
な
大
会
も
行
わ
れ
て
い

な
い
。
（筆
者

の
思
い
こ
み
？
）

し
か
し
、
今
年
は
第

Ｈ
回
関
東
大
会
が
開
催

さ
れ
る
の
で
、
何
が
何
で
も
小
江
戸

「
川
越
」

を
知

っ
て
貰

い
た
い
。

会
場
は

「安
比
奈
親
水
公
園
」
で
す
。
入
間

川
に
面
し
た
運
動
公
園
で
、
入
間
川
か
ら
吹
き

上
げ

る
風
は
、
と
て
も
心
地
よ
い
。
近
所
に
は

「霞
ヶ
関
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
芝
生
が
広

が

っ
て
い
る
。

川
越
線
の
笠
幡
駅
か
ら
２０
分
歩
く
と
見
え
て
く

る
。
車
で
は
、
川
越
日
高
線

１５
号
線
で
団
地
入
り

口
で
左
折
す
る
と
す
ぐ
だ
。
又
鯨
井
狭
山
２
６
０

号
線
で
、
親
水
公
園
入
り
口
で
右
折
す
る
と
、
日

の
前
が
会
場
で
あ
る
。
是
非
、
川
越
め
ぐ
り
を
さ

れ
た
時
に
は
足
を
伸
ば
し
て
貰
い
た
い
。

川
越
を
案
内
し
て
欲
し
い
時
に
は
電
話
を
下

さ
い
。
９
月
の
関
東
大
会
に
は
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（生
田
賞
）

繭］メ馴印牌臨轟嗣誠ω時‐

四
月
の
第

二
日
曜
、　
屯
分
咲
き

な
ら
ぬ
七
分

散
り
際
に
間
に
合

っ
た
幸
手
市

の
さ
く
ら
杯
。

三
県
に
跨
り
、
二
〇
市
町
七
八
七
名
に
よ
る
大

会
、
市
協
会
設
立
十
五
年
目
に
し
て
の
ビ

ッ
ク

な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
選
挙
と
も
重
な
り
、
そ
の
配
慮
も
必

要
と
時
間
短
縮
？
の
ゲ
ー
ム
と
な
り
、
参
加
者

の
皆
様
に
は
何
か
物
足
り
な
さ
を
感
じ
ら
れ
た

態
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
度
は
会
場
も

更
に
充
実
し
て
、
桜
の
時
期
を
は
ず
さ
ず
二
、

三
ヶ
所
ぐ
ら
い
の
会
場
を
、
桜
見
物
を
し
な
が

ら
移
動
す
る
の
も
悪
く
は
な
い
な
―
と
、
反
省

を
こ
め
て
企
画
す
る
と
の
弁
。

と
も
か
く
、
テ
レ
ビ
と
自
転
車
な
ど
獲
得
さ

れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
自

転
車
を
前
に
し
た
記
念
写
真
は
如
何
で
し
た
？

秋
に
は
、
ビ

ッ
ク
大
会
の
バ
ト
ン
を
熊
谷
市

に
渡
し
て
、
自
衛
隊
基
地
で
の
プ
レ
イ
を
楽
し

み
に
し
て
、
皆
様
方
の
元
気
な
姿
と
再
見
―

（幸
手
市

・
Ｙ
Ｙ
）

五
月
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
祭
り
が
す
ん
で
や

っ
と
編
集
に
力
を
入
れ
て
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
の

発
行
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
県
主
催
以
外
で
他

地
区
か
ら
で
も
参
加
の
で
き
る
大
会
は

，
と
物
好

き
に
も
調
べ
て
み
ま
し
た
。

あ
り
ま
し
た
ね
。
紙
面
に
も
あ

っ
た
春
の
幸
手

市

の
さ
く
ら
杯
。
深
谷
市

の
全
国
大
会
出
場

の

Ｏ
Ｂ
と
の
交
流
大
会
（毎
年
四
月
二
十
九
日
み
ど
り

の
日
）五
月
に
入
っ
て
、
加
須
市
の
さ
わ
や
か
大
会

（第
二
か
第
四
の
日
曜
）
こ
れ
に
は
遠
く
山
梨
や
長

野
か
ら
の
参
加
も
あ
る
。

秋
に
入
っ
て
、
熊
谷
市
の
自
衛
隊
基
地
で
行
わ

れ
、
自
衛
隊
の
若
い
学
生
さ
ん
も
参
加
す
る
と
い

う
熊
谷
大
会
（本
年
は
十

一
月
二
日
）。
十
二
月
に

は
年
の
〆
切
と
も
言
う
べ
き
加
須
市
の
天
納
杯
。

何
れ
も
五
〇
〇
か
ら
千
名
近
い
参
加
者
が
あ
る
と

い
う
。
今
度
是
非
取
材
を
兼
ね
て
参
加
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

閑
話
休
題
。
さ
て
、
本
年
度
か
ら
広
報
委
員
も

五
人
と
な

っ
て
、　
一
層
充
実
し
た
広
報
紙
を
つ
く

り
た
い
と
考
え
ま
す
。

・
古
谷
都
志
行
　
幸
手
市
　
　
（編
集
担
当
）

・
長
谷
川
　
宏
　
山石
槻
市
　
　
（東
部
地
区
）

・
生
田
　
　
賞
　
一二
芳
町
　
　
（西
部
地
区
）

・
君
塚
　
上ハ
郎
　
さ
い
た
ま
市
（南
部
地
区
）

・
笠
井
　
健
次
　
熊
谷
市
　
　
（北
部
地
区
）

宜
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。
と
と
も
に
、
各
地
か

ら
の
情
報
を
御
願
い
致
し
ま
す
。
（Ｔ

。
Ｋ
）

田田田田申喘愚亜田


